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成長期における亜鉛の摂取不足はすみやかに内分泌機能を変化

させ、グルココルチコイド分泌を高める。その結果、ストレスに対する

反応性が変化し不安やうつ様行動が増加する。亜鉛の栄養状態は

認知活動に加えて精神活動と密接に関係すると考えられる。一方、

亜鉛は脳内神経細胞のシナプス小胞内に存在し、シグナルファクタ

ーとしてダイナミックに脳機能を調節する。シナプス小胞に亜鉛を含

む神経はグルタミン酸作動性神経のサブタイプであり、亜鉛作動性

神経とも呼ばれている。亜鉛作動性神経は大脳皮質、海馬、扁桃

体に豊富に存在し、学習・記憶ならびに精神活動に重要な役割を

担うと考えられる。亜鉛シグナルから視た脳機能について概説する。 
 
 
 
 
 
 
 

認知からうつに至る 

亜鉛シグナルの関与 
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